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9司　　会： 岡田康伸（日本心理臨床学会副理事長）
シンポジスト： 鶴光代（日本心理臨床学会理事長・
跡見学園女子大学）
　　　　　 藤原勝紀（日本臨床心理士資格認定
協会常任理事・京都市教育長）
　　　　　 村瀬嘉代子（日本臨床心理士会会長・
北翔大学大学院）
　　　　　 乾吉佑（日本臨床心理士養成大学院
協議会理事・専修大学）
　　　　　 樋口和彦（京都文教大学名誉教授）
日　　時： 2009 年 10 月 31 日（土）
　　　　　13:00-16:00（15 時頃より植樹祭）
会　　場：京都文教大学同唱館
100 名を超える出席者のもと、心理臨床学会
や臨床心理士会など、斯界の責任者の方々にお
集まりいただき、故河合隼雄先生の貢献やその
思い出を語り合った。併せて終了後に植樹祭が
執り行われ、本学心理臨床センター南側に、故
河合隼雄先生のお好きな言葉 ”Truth lies here”
が刻まれたプレートとハナミズキが二本、植え
られた。
なお、このシンポジウムにおけるお話の詳細
は、別に掲載する。さしあたり、参加者の感想
の抜粋をもって成果報告に代えたい。
・ 私は河合先生をこの大学に入るまで知りま
せんでしたし、お名前を聞いたのも亡くな
られた後でした。本日のシンポジウムで、
河合先生のお人柄、お考えが少し垣間見
え、ご存命の時に、遠くからでもお目にし
たかったと、少々残念に思います。本日は
貴重なお話、ありがとうございました。（臨
床 3回女子）
・ 私は現在 19 歳ですが、河合隼雄先生を知っ
たのは 16 歳の時でした。河合先生の偉大
さを知り、是非一度講演を聴いてみたいと
思っていましたが、新聞にてお亡くなりに
なられたことを知り、大変悔やんだことを
今でも感じています。…（中略）今回のシ
ンポジウムは、生前から現在にかけて、未
だにすばらしい影響を多くの人々に与え続
けている河合先生の偉大さを再び思い知ら
第 3回　河合隼雄先生追悼記念シンポジウム　報告
河合隼雄を語る
― 日本文化と心理臨床における貢献 ―
臨床心理学部研究報告　2009 年度　第 2集10
され、ただただ尊敬し、感激し、悔やみま
した。心理臨床をすべきなら、中途半端で
なく、「一筋」にやることが一番大切で、
徹底できるのだと思いました。（臨床 1 回
女子）
・ シンポジストの皆様の、河合先生への想い
がひしひしと伝わり、ところどころ泣きそ
うになりました。「クライアントのために」
という河合先生のお考え、スタンスを、こ
れから学んで、自分の人生の中でも生かし
ていきたいと思います。貴重なお話、あり
がとうございました。（臨床 4回女子）
・ 今回の講演会はシンポジストの方々の河合
先生との実体験をもとに話して下さったの
で、先生の人柄がすごく分かりやすかった
です。このような講演会に出席することで、
勉強へのモチべ－ションも上がるので良い
と思います。また機会があれば、参加した
いです。（臨床 1回女子）
